
   

平成２２年１月２２日 

北海道電力株式会社 

 

泊発電所１号機および２号機 
経済産業省からの指示文書に基づく 
根本原因分析結果の報告について 

 

第１４回定期検査中の泊発電所２号機（加圧水型軽水炉、定格電気出力５７万９千ｋW）

において、平成２１年８月２日、制御棒駆動装置動作試験※１を行っていましたが、中性子

源領域中性子束高による原子炉トリップ機能※２が必要であるところ、動作機能が解除され

ていることを確認しました。 

この状況は、保安規定第３３条に定める運転上の制限※３を満足しないことから１９時 

１８分に運転上の制限を逸脱していたと判断しました。 

同時に、原子炉トリップしゃ断器※４を開放し、運転上の制限の逸脱を解除しました。 

その後、泊発電所１号機、２号機および３号機について、同様の状況の有無を確認した

結果、泊発電所１号機第１５回定期検査における制御棒駆動装置動作試験（平成２０年  

１１月２３日および３０日実施）においても、運転上の制限を満足しない状況であったこ

とを確認しました。 

平成２１年８月７日、経済産業省より、本事象が保安規定第３３条第１項※５および第  

８６条第１項※６に違反していると判断され、指示文書を受領しました。 

当社は、指示文書に基づき、平成２１年９月４日、原因と再発防止策を取り纏め、経済

産業省に報告しました。 

当社としては、報告した再発防止策を確実に実施するとともに、今後、根本原因分析を

行ってまいります。 

（平成２１年８月３日、６日、７日および９月４日お知らせ済み） 

 
 
本件について、経済産業省の指示文書に基づき根本原因分析※７を行い、その

結果を取りまとめ、本日、経済産業省へ報告しました。 
 今回、根本原因を分析するにあたっては、社内に新たに設置した根本原因分

析チームが、関係者へのインタビュー、マニュアル、記録などから事実関係を

再度詳細に調査しました。 
 その調査結果を踏まえ、抽出された問題点の背後要因を分析し、以下の２点

を根本原因として抽出しました。 
 ・保安活動を実施する上で、保安上重要な事項の追加・変更が生じた際に、

品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）※８に一連の活動（社内周知の実施、

社内規程への反映、教育の要否・実施方法の検討・実施など）を確実に反

映するための仕組みが不十分であった。 
・常にプラントの運転状態に注意を払う姿勢、安全側に運転上の制限の逸脱

判断を行う意識が不足していた。 
 
なお、これらの根本原因に対する再発防止策については、今後、作成する具

体的な対策実施計画をもとに、確実に実施するとともに、その有効性を評価し

ていきます。 
 

 以上 
 
 



   

※１：制御棒駆動装置動作試験 
    制御棒が正常に引き抜き・挿入できることを確認する試験。 
※２：中性子源領域中性子束高による原子炉トリップ機能 
   原子炉臨界前の状態において急激な中性子の密度上昇により制御棒を自動的に挿入

させ、原子炉を安全に停止させるために必要な機能。 
※３：運転上の制限 

     保安規定では原子炉の運転状態に応じ、「運転上の制限」などが定められており、保

安規定第３３条では、原子炉トリップしゃ断器が閉じ、制御棒の引き抜きができる状

態において中性子源領域中性子束高による原子炉トリップ機能が要求されている。 
※４：原子炉トリップしゃ断器 
     制御棒駆動装置への電源を供給・しゃ断する機能を有する装置。 
※５：保安規定第３３条第１項違反 
    「原子炉保護系計装のうち、中性子源領域中性子束高がモード５(a)において動作可

能であること」に対して、当該計装が阻止されており、動作可能であることを満足し

ていなかった。 
※６：保安規定第８６条第１項違反 
    「運転上の制限を満足していないことを速やかに判断する」に対して、運転上の制限

を満足していない状況を確認していたにもかかわらず、事実確認に時間を費やしたた

め、速やかな判断が行われなかった。 
 ※７：根本原因分析 
     事実関係を再度詳細に調査し、抽出された問題点の背後要因を分析し、根本原因を抽

出して、改善する措置をとること。フローは以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※８：品質マネジメントシステム（ＱＭＳ） 

原子力発電所の保安活動を行うため、品質に関して組織を指揮し、管理するための方

針および目標を定め、その目標を達成するためのシステム。 

事象発生 原因および再発防止策のとりまとめ
（9月 4日） 

インタビューの実施注１、マニュアル注２、記録注３などから 
事実関係を再度詳細に調査 

根本原因分析チーム設置 

調査した事実関係を整理し、発生した事象の問題点を抽出 

抽出された問題点の背後要因を分析し、根本原因を抽出 

根本原因を除去するための対策案を検討（再発防止策） 

【根本原因分析の実施】 

注１：インタビューは、発電所関係者を中心に延べ 70名程度実施した。 
注２：マニュアル類は、運転上の制限が細分化された平成 13年当時まで遡って調査した。 
注３：運転や保修作業に係る記録類を調査した。 

具体的な対策実施計画の策定、対策の実施、有効性の評価 
【今後】 



   

 

＜添付資料＞ 

・根本原因と再発防止策 
  ・参考資料（平成２１年９月４日報道発表添付資料） 
 
 
 



   
根本原因と再発防止策 

問題点 根本原因 再発防止策 

【社内規程への取り込みに関する問題】 

○平成１３年の保安規定改正において、枝番も含めた運転モード＊１

の管理要求が追加されたが、その管理要求に対する具体的な対応方

針を明確にしなかったことから、保修作業により運転モードの枝番＊

２が変わる時の管理方法が社内規程に取り込まれなかった。 

○保安活動を実施する上で重要な事項が周知された場合、社内規程

への取り込みの必要性や対応を検討するプロセスが不十分であった

ことから、運転上の制限の逸脱判断に関連した対応方法について社

内規程に取り込まれなかった。 

【周知に関する問題】 

○重要な事項の周知方法が明確でなかったことから、プラントの状

態管理に枝番も含めたモード管理を行う必要があることおよび運転

上の制限の逸脱判断のルールの意図が発電所関係箇所に確実に伝わ

らなかった。 

保安上重要

な事項をＱ

ＭＳに反映

するプロセ

スが不十分 

【教育に関する問題】 

○平成１３年の保安規定改正時の教育や教育結果を受けた教育内容

の見直しが不十分であったことから、発電担当部署に枝番も含めた

運転モードの管理の必要性が十分浸透しなかった。また、運転上の

制限の逸脱判断に関する教育が不足していたことから速やかな運転

上の制限の逸脱判断につながらなかった。 

平成１３年の保安規定改正以

降、保修作業によって運転モー

ドの枝番が変わる際の管理が不

十分であったことおよび今回の

事象で運転上の制限の逸脱判断

が速やかに行われなかったこと

は、保安活動を実施する上で、

保安上重要な事項をＱＭＳに確

実に反映するプロセスが不十分

であったことが根本原因であっ

た。 

保安活動を実施する上で、保安

上重要な事項をＱＭＳに確実に

反映するため、関係者に重要な

事項を確実に周知するとともに

関係箇所と対応主管箇所・分担、

管理手法、教育の要否・実施方

法などを協議し、ＱＭＳへ確実

に反映するためのプロセスを改

善する。 

さらに、ＱＭＳへの取り込みが

完了した時点で、改正を担当し

た関係者で妥当性をレビューす

るとともに、会議体で反映結果

が妥当であるかを反映計画に従

って確認することとし、必要が

あれば、見直しを図る。 

発電担当部署は、保修担当部署の操作に伴い枝番も含めた運転モー

ドが変更になり安全措置が必要となるにも係らず、作業の情報伝達

を行う帳票の承認や作業開始の段階において、主体的に作業区分を

判断せず、必要な安全措置が確保できなかった。 

常に問いか

ける姿勢に

対する意識、

誤った意思

決定を避け

る方策が不

十分 

発電担当部署は、誤った運転上の制限の逸脱宣言をした際のその後

の対応を考えてしまい、安全側に運転上の制限の逸脱判断を行うこ

とができなかった。また、発電担当部署が運転上の制限の逸脱判断

に迷っている際に原子炉主任技術者等が適切に後押しできなかっ

た。 

常にプラントの運転状態に注意

を払う姿勢、安全側に運転上の

制限の逸脱判断を行う意識が不

足していることが根本原因であ

った。 

常に問いかける姿勢に対する意

識を向上させるための方策およ

び誤った意思決定を避けるため

の方策を、安全文化醸成活動計

画の中に反映し、継続的に意識

付けを行っていくとともに、効

果を確認していく。 

添付資料 

＊１ 原子炉の運転状態。運転状態に応じてモード１～６が定義されている。 
＊２ モード５(a)など、モードの数字の後につくアルファベットのことで、原子炉トリップしゃ断器の状態やプラントトリップが可能となるための条件などを示している。 



   
制御棒駆動装置動作試験時における運転上の制限逸脱状況概略図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中性子束 
指示計 

中性子源領域 
中性子束高トリップ 
バイパススイッチ 
（阻止状態） 

原子炉トリップしゃ断器 
（投入状態） 

制御棒駆動装置電源 

手動トリップ（動作可能） 

中性子源領域 
中性子束高 

原子炉トリップ信号 

・

原子炉は、燃料取替停止ほ

う素濃度以上のほう酸水

（※）で満たされており、

仮に制御棒が全部引き抜か

れても十分に未臨界に保た

れていた。 
※：ほう酸は中性子を吸

収する物質であり、運

転中はほう素濃度を変

化させることにより原

子炉を制御する。 

原子炉トリップ信号によ

り、しゃ断器が開放され、

制御棒駆動装置の電源がな

くなり、制御棒が落下する。

参考資料（平成２１年９月４日報道発表添付資料） 

制御棒駆動装置 

運転上の制限として、原子炉トリップし

ゃ断器が閉じて、制御棒が引き抜ける状

態では、中性子源領域中性子束高による

原子炉トリップ機能が要求されている。

この状態で、トリップ機能が阻止されて

いることから、運転上の制限を逸脱した。

中性子源領域 
中性子束検出器 

制御棒 

中性子源領域 
中性子束検出器 


